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でできる　いざというときの備え個 人

でできる　いざというときの備え地 域

問 道路管理課☎724・4245

　側溝や雨水ますが塞がれていると、道路冠水
や住宅浸水の原因となります。植木鉢など雨水
の排水を妨げる物を置かないようにしましょ
う。併せて、自宅付近の側溝や雨水ますに落ち葉
やごみ、土砂がたまらないよう、清掃にご協力下
さい。

道路側溝の清掃にご協力を 道路の不具合はアプリで通報しよう

避難を想定して備える

冠水や浸水を防ぐ

　土地の形状等により、雨水が宅地内に流れ込みやすい場所があります。自
家用車など移動可能なものは、高い場所、安全な場所へ移動させましょう。
　特に、道路より低い位置に駐車場や玄関がある家庭では、水が流れ込まな
いよう、土のうや止水板を設置しましょう。
市道から宅地内等への雨水の流入防止用と
して、土のうを配布していますので、道路管
理課（☎724・4245）へお問い合わせ下さい。
なお、土のうの配送や回収は行いませんの
で、各家庭で保管・処分をお願いします。

土のうや止水板を設置して浸水予防

非常持ち出し品の準備をしておきましょう

　避難の際は、非常用持ち出し袋を持ち、動きやすい服装に着替えましょ
う。長靴は水が入ると脱げやすくなるので、運動靴を用意しておくと安心で
す。
　非常持ち出し品は、一人分ずつに分け、リュックなどの両手があくものに
入れます。重くならないよう最低限にまとめて、持ち出しやすい場所に置い
ておきましょう。

□ 貴重品・現金
□ 救急医薬品（常用薬）
□ 食料品・飲料水
□ 懐中電灯
□ 筆記用具
□ 携帯ラジオ
□ 雨がっぱ
□ 軍手

持ち出し品の一例

自分たちの避難行動計画を作ろう！

の活用東京マイ・タイムライン
　水害時に自身がとる避難行動等を整理し、あらかじめ
決めておくことは、対応漏れや逃げ遅れを防ぐことに効
果的です。
　市では水害について考え、避難時の行動を決めておく
ツールとして東京都が作成した「東京マイ・タイムライ
ン」を配布します。6月以降に市内の学校を通じてすべて
の児童・生徒に配布するほか、防災課（市庁舎3階）で配布
する予定です。
　避難に必要な防災情報を理解し、自らの環境や地域の
特性に合った避難行動をとれるよう備えましょう。

　土砂災害ハザードマップは土砂災害の
危険がある市内の区域、洪水ハザードマッ
プでは浸水被害の発生が予測される区域
が示されています。お住まいの近くの危険
箇所や、いざというときの避難施設を確認しておきまし
ょう。
　同マップは防災
課（市庁舎3階）や
各市民センターで
配 布 し て い る ほ
か、町田市ホーム
ページでもご覧い
ただけます。

あなたの地域は大丈夫？

で危険を確認ハザードマップ

　雨が続くと下水道管に雨水が浸入することがあります。大雨の際は、洗濯やお風呂を
できるだけ控え、家庭からの排水量を減らすようご協力をお願いします。

家庭からの排水量を減らしましょう

問 下水道管理課☎724・4328

　「市民通報アプリ・まちピカ町田くん」は、スマートフォンの
カメラ機能・GPS機能を活用して、道路の不具合（路面の穴や

問 道路管理課☎724・3257 ▲android版 ▲iOS版

亀裂、側溝が壊れている等）をE
メールで市へ通報することがで
きます。雨の季節を迎える前か
ら活用・通報をお願いします。

アプリのダウンロードはこちらから！

問 防災課☎724・2107

東京都防災ホームページ 検索□ 電池
□ タオル
□ 下着類
□ せっけん
□ ポリ袋
□ �ティッシュペーパー・ 

トイレットペーパー


